
耽
州
蝿
，
繍
L
璽
＋
L
巻
瀟

『

遠
山
堂
曲
品
』
に
お
け
る
祁
彪
佳
の
批
評
態
度

　

ー
」
曲
品
』
と
の
比
較
を
と
お
し
て

根

　
ケ
　
山

徹



『
遠
山
堂
曲
品
』
に
お
け
る
祁
彪
佳
の
批
評
態
度

『
曲
品
」
と
の
比
較
を
と
お
し
て
ー
ー

根

ケ
山

徹

　
明
初
の
盛
行
以
来
し
ば
ら
く
沈
滞
し
て
い
た
南
戯
は
、
嘉
靖
年
間
に
入
っ
て
再
び
興
隆
し
、
多
く
の
作
者
に
よ
っ
て
彪
大
な
数
の
作
品

が
創
作

さ
れ
始
め
た
。
作
品
の
数
が
増
大
す
れ
ば
多
く
の
享
受
者
、
す
な
わ
ち
観
客
や
読
者
を
も
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
観
客
や
読
者

は
実
際
の
観
劇
や
読
曲
に
よ
っ
て
様
々
な
感
慨
を
抱
き
、
自
ず
と
作
品
の
内
容
や
演
技
の
良
否
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
筍
記
が
著
わ
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
生
み
出
さ
れ
た
戯
曲
評
論
の
な
か
で
最
も
体
系
的
な
様
相
を
備
え
た
も
の
は
、
万
暦
年
間
に
成
書
し
た
呂
天

成
の
『
曲
品
』
を
も
っ
て
嗜
矢
と
し
、
崇
禎
末
年
に
成
っ
た
祁
彪
佳
の
『
遠
山
堂
曲
品
』
は
そ
れ
に
続
く
評
論
書
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

　
『
曲
品
』
の
編
者
呂
天
成
、
字
勤
之
、
号
欝
藍
生
、
別
号
棘
津
は
、
漸
江
余
眺
の
人
で
、
万
暦
八
年
（
一
五
八
〇
）
に
呂
胤
昌
の
子
と
し

て
生

ま
れ
、
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
八
）
に
三
十
九
歳
に
し
て
没
し
た
。
王
騨
徳
に
よ
れ
ば
、
彼
は
曲
学
に
詳
し
い
舅
祖
父
孫
鑛
、
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

伯
父
孫
如
法
に
幼
い
こ
ろ
か
ら
教
え
を
受
け
、
古
今
の
戯
曲
を
豊
富
に
架
蔵
す
る
祖
母
孫
氏
の
蔵
書
を
縦
覧
す
る
を
得
た
。
ま
た
今
は
侠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
伝
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
二
十
三
種
の
実
作
が
確
認
さ
れ
る
。

　
そ
の
著
『
曲
品
』
は
自
序
に
「
万
暦
庚
戌
」
と
署
す
と
こ
ろ
か
ら
、
万
暦
三
十
八
年
（
一
六
一
〇
）
に
は
現
在
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
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ヨ
　

る
形
に
ま
で
整
い
、
万
暦
四
十
一
年
（
一
六
一
三
）
に
は
更
な
る
増
訂
が
施
さ
れ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
り
、
総
計
二
一
二
種
の
伝
奇
に

品
評
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
『
遠
山
堂
曲
品
」
の
編
者
祁
彪
佳
、
字
弘
吉
・
幼
文
、
号
世
陪
は
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
に
山
陰
の
梅
窒
に
生
ま
れ
た
。
官

は
興
化
府
推
官
、
福
建
監
察
御
史
、
巡
按
蘇
松
、
河
南
道
事
な
ど
を
歴
任
し
、
弘
光
元
年
（
一
六
四
五
）
に
清
軍
の
降
伏
勧
告
を
却
け
て

別
錘
の

池
中
に
端
坐
し
た
ま
ま
絶
命
し
た
。

　
彼
に
は
既
に
逸
し
て
伝
わ
ら
ぬ
も
の
の
「
全
節
記
』
な
る
戯
曲
の
実
作
が
あ
り
、
『
祁
忠
敏
公
日
記
」
に
は
彪
大
な
観
劇
の
記
録
が
残
さ

れ

て
い

る
。
ま
た
父
承
煤
よ
り
伝
来
の
蔵
書
楼
「
澹
生
堂
」
に
は
、
朱
舞
尊
に
よ
れ
ば
元
明
の
伝
奇
類
だ
け
で
も
八
百
余
部
架
蔵
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

　
さ
て
該
書
が
一
応
の
完
成
を
見
た
の
は
崇
禎
十
三
年
（
一
六
四
〇
）
二
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
り
、
呂
天
成
に
遅
れ
る
こ
と
凡
そ
三
十

年
で
あ
る
。
叙
文
に
は
該
書
執
筆
の
動
機
を
呂
天
成
の
『
曲
品
』
に
啓
発
を
受
け
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
予
　
素
よ
り
顧
懊
の
僻
有
り
、
呂
馨
藍
の
『
曲
品
』
を
見
て
会
心
せ
り
。
其
の
品
の
及
ぶ
所
の
者
は
、
未
だ
二
百
種
に
満
た
ず
。
予

　
　
の

見

し
所
の
新
旧
の
諸
本
は
、
蓋
し
是
れ
に
倍
し
て
且
つ
之
を
過
ぎ
た
り
。
其
の
末
に
噴
評
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
続
　
を
催
る
る
な

　
　
り
。
乃
ち
更
め
て
之
を
為
り
、
分
か
ち
て
六
品
と
為
す
。

　

こ
こ
に
言
う
「
六
品
」
と
は
妙
、
雅
、
逸
、
艶
、
能
、
具
品
の
こ
と
で
あ
り
、
現
存
す
る
の
は
逸
、
艶
、
能
、
具
品
の
三
九
〇
種
、
品

外
の
雑
調
四
十
六
種
、
そ
し
て
雅
品
の
残
稿
三
十
一
種
の
合
計
四
六
七
種
で
あ
る
。
ち
な
み
に
呂
天
成
の
『
曲
品
』
で
は
旧
伝
奇
品
二
十

九
種
と
新
伝
奇
品
一
八
三
種
と
に
大
別
し
、
旧
伝
奇
品
は
更
に
神
、
妙
、
能
、
具
に
、
新
伝
奇
品
は
上
、
中
、
下
の
三
品
に
分
類
し
た
う

え

で
更
に

そ
れ
ぞ
れ
を
上
、
中
、
下
に
分
か
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
従
来
の
『
遠
山
堂
曲
品
』
研
究
に
お
い
て
は
、
専
ら
祁
彪
佳
の
戯
曲
に
対
す
る
批
評
の
基
準
や
批
評
の
方
法
が
論
じ
ら
れ
る
の

み
で
、
叙
文
に
呂
天
成
の
影
響
を
受
け
た
と
言
明
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ゆ
え
に
『
曲
品
』
の
騨
尾
に
附
し
て
該
書
が
執
筆
さ
れ
た

一
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、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の

か
に

つ
い

て

明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
趙
景
深
、
何
東
憲
、
斎
森
華
、
葉
長
海
、
蓑
震
宇
、
王
長
安
の
各
氏
と
も
に
然
り

で

あ
る
。
該
書
に
は
現
存
す
る
部
分
だ
け
で
も
四
六
七
種
の
戯
曲
に
品
評
が
附
さ
れ
て
お
り
、
既
存
の
戯
曲
目
を
補
足
し
得
る
貴
重
な
資

料

と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
祁
彪
佳
は
戯
曲
の
実
作
を
有
し
、
数
多
く
の
観
劇
の
記
録
を
残
し
、
ま
た
多
く
の
劇
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

家

と
も
交
遊
を
も
っ
た
人
物
で
あ
り
、
彼
の
『
遠
山
堂
曲
品
』
は
単
に
呂
天
成
の
『
曲
品
』
上
梓
後
三
十
年
間
の
新
作
を
補
完
す
る
だ
け

の

も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
祁
彪
佳
の
『
遠
山
堂
曲
品
』
と
呂
天
成
の
『
曲
品
』
と
の
比
較
を
と
お
し
て
、
『
曲
品
』
と
の
根
本
的
な
相
違
点
は
何

か
、
祁
彪
佳
の
批
評
が
い
か
な
る
戯
曲
観
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
該
書
執
筆
の
意
図
は
何
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ

い

て
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
尚
、
祁
彪
佳
に
は
『
遠
山
堂
劇
品
』
の
作
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
専
ら
雑
劇
に
つ
い
て
の
評
論
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
暫
く
措
く
も
の
と
す
る
。

二

一
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初
め
に
戯
曲
の
配
列
に
つ
い
て
両
者
を
比
較
し
て
お
き
た
い
。

　
先
に

述
べ
た
よ
う
に
祁
彪
佳
は
『
遠
山
堂
曲
品
』
を
妙
、
雅
、
逸
、
艶
、
能
、
具
の
六
品
に
分
類
し
て
い
る
。
ま
ず
雅
品
の
残
稿
は
概

ね

上
品
に
一
致
し
、
そ
の
う
ち
『
十
孝
記
』
か
ら
『
結
髪
記
』
ま
で
の
沈
環
の
作
品
は
呂
天
成
の
配
列
に
同
様
で
あ
る
。
逸
品
は
概
ね
呂

天
成
の
分
類
す
る
上
品
に
一
致
す
る
。
ま
た
艶
品
も
同
様
で
あ
り
呂
天
成
の
上
品
・
中
品
に
一
致
す
る
。
能
品
は
上
、
中
、
下
の
三
品
に

ま
た
が
っ
て
い
る
。
能
品
の
う
ち
『
紅
葉
記
』
以
降
『
白
壁
記
」
ま
で
は
呂
天
成
の
配
列
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
て
い
る
。
具
品
は
呂
天
成
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　

品
に
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
『
遠
山
堂
曲
品
』
の
品
別
が
『
曲
品
』
の
そ
れ
と
酷
似
す
る
と
は
い
え
、
呂
天
成
の
品
別
と
直
戴
の
襲
用

関
係
に
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。



　
次
に
両
者
の
批
評
態
度
の
相
違
を
見
て
み
る
。

　
呂
天
成
の
『
曲
品
』
に
お
い
て
評
価
の
基
準
を
最
も
明
確
に
示
し
て
い
る
の
は
、
巻
上
の
「
新
伝
奇
品
」
上
之
上
に
分
類
す
る
沈
環
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
顕
祖
評
に
附
録
す
る
按
語
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

　
　
償
し
能
く
詞
隠
先
生
の
矩
獲
を
守
り
、
而
も
運
ふ
る
に
清
遠
道
人
の
才
情
を
以
て
す
れ
ば
、
豊
に
之
を
合
し
て
双
美
な
る
者
に
非
ざ

　
　
ら
ん
や
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
詞
隠
先
生
と
は
沈
環
を
、
清
遠
道
人
と
は
湯
顕
祖
を
指
す
。
呂
天
成
は
沈
環
の
作
品
の
よ
う
に
曲
律
に
叶
い
、
湯
顕

祖
の
作
品
の
よ
う
に
曲
辞
の
美
麗
な
る
も
の
を
「
双
美
」
と
称
し
て
最
高
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
実
際
に
『
曲
品
』
で
は
こ
の
二
人

を
巻
上
で
は
「
上
之
上
」
に
、
巻
下
で
は
「
上
上
品
」
に
分
類
し
な
が
ら
も
沈
環
を
湯
顕
祖
の
前
に
置
く
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
王
騨
徳

は
『
曲
律
』
巻
四
「
雑
論
第
三
十
九
下
」
に
お
い
て
、

　
　
上
之
上
を
以
て
沈
・
湯
二
君
を
属
ぬ
れ
ど
も
、
沈
を
以
て
湯
に
先
ん
ず
る
は
、
蓋
し
法
を
以
て
論
ず
れ
ば
な
り
。

と
言
い
、
曲
律
を
重
視
す
る
呂
天
成
の
偏
向
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
ま
た
『
曲
品
』
巻
下
の
冒
頭
に
は
、
南
戯
の
「
十
要
」
、
す
な
わ
ち
「
事
佳
」
「
関
目
好
」
「
搬
出
来
好
」
「
按
宮
商
、
協
音
律
」
「
使
人
易

暁
」
「
詞
采
」
「
善
敷
術
、
淡
処
作
得
濃
、
閑
処
作
得
熱
岡
」
「
各
脚
色
分
得
匂
妥
」
「
脱
套
」
「
合
世
情
、
関
風
化
」
を
挙
げ
て
「
此
の
十
要

を
持
し
、
以
て
伝
奇
を
衡
ら
ば
、
当
た
ら
ざ
る
は
靡
し
」
と
言
う
孫
鑛
の
見
解
を
引
用
し
、
該
書
に
お
け
る
実
際
の
評
価
の
基
準
と
し
て

　
（
1
0
）

い
る
。

　
一
方
、
『
遠
山
堂
曲
品
』
に
お
い
て
第
一
に
注
目
す
べ
き
は
、
や
は
り
叙
文
の
次
の
言
説
で
あ
ろ
う
。

　
　
韻
失
は
る
る
も
進
ん
で
其
の
調
を
求
め
、
調
調
つ
も
進
ん
で
其
の
詞
を
求
め
、
詞
随
し
き
も
又
た
進
ん
で
其
の
事
を
求
む
。
或
い
は

　
　
調
の
韻
律
に
合
す
る
有
り
、
或
い
は
詞
の
本
色
に
当
た
る
有
り
、
或
い
は
事
の
風
教
に
関
す
る
有
ら
ば
、
萄
く
も
片
善
の
称
す
可
き

　
　
も
の
も
、
亦
た
微
な
れ
ど
も
録
せ
ざ
る
は
無
し
。
故
に
呂
は
厳
を
以
て
し
、
予
は
寛
を
以
て
す
。
呂
は
陰
を
以
て
し
、
予
は
広
を
以

一
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て
す
。
呂
は
詞
華
を
後
に
し
て
音
律
を
先
に
し
、
予
は
則
ち
音
律
を
賞
で
兼
ね
て
詞
華
を
収
む
。

　
す
な
わ
ち
曲
調
が
韻
律
に
叶
い
、
曲
辞
は
本
色
を
旨
と
し
、
話
柄
が
風
教
に
か
か
る
と
い
う
三
点
の
う
ち
、
一
つ
で
も
称
賛
す
べ
き
点

が

あ
れ
ば
採
録
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
「
呂
以
厳
、
予
以
寛
。
呂
以
隆
、
予
以
広
」
と
は
、
呂
天
成
の
採
録
基
準
が
厳
格
で
、

か

つ
狭
隆
な
視
点
か
ら
論
評
を
下
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
祁
彪
佳
自
身
は
寛
容
で
、
か
つ
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
採
録
し
た
こ
と
を
言
っ

て
い

る
。
ま
た
「
呂
後
詞
華
而
先
音
律
、
予
則
賞
音
律
而
兼
収
詞
華
」
と
は
、
採
録
の
具
体
的
な
基
準
を
言
っ
て
お
り
、
呂
天
成
は
先
ず

は
曲
律
を
重
視
し
、
自
ら
は
曲
辞
・
曲
律
に
拘
泥
し
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

　
「
音
律
」
と
「
詞
華
」
に
つ
い
て
は
、
「
（
遠
山
堂
）
曲
品
凡
例
」
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　
音
律
の
道
　
甚
だ
精
し
く
、
解
す
る
こ
と
易
か
ら
ず
。
東
嘉
の
『
中
州
駒
」
の
藩
を
決
し
て
自
り
、
雑
酌
出
づ
。
人
の
『
中
州
龍
』

　
　
の

三
声
に

分
か
つ
を
誤
認
し
て
自
り
、
南
詞
も
亦
た
入
声
を
以
て
上
去
に
代
ふ
。
才
の
玉
茗
の
如
き
も
、
尚
ほ
拗
嘆
有
り
、
況
ん
や

　
　
其
の
他
に
お
い
て
を
や
。
故
に
詞
を
詞
章
に
求
む
れ
ど
も
、
十
に
一
二
を
得
、
詞
を
音
律
に
求
む
れ
ど
も
、
百
に
一
二
を
得
る
の
み
。

　
　
品
中
　
間
ま
詞
章
を
取
る
と
錐
も
、
律
を
重
ん
ず
る
の
思
ひ
、
未
だ
嘗
て
三
た
び
意
を
致
さ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

　
「
才
如
玉
茗
、
尚
有
拗
嘆
」
と
は
、
沈
環
が
曲
律
に
合
わ
ぬ
と
し
て
『
還
魂
記
』
を
改
編
し
た
こ
と
に
対
す
る
湯
顕
祖
の
反
駁
を
踏
ま
え

て

お
り
、
湯
顕
祖
の
ご
と
き
才
人
で
も
音
律
に
忠
実
で
あ
り
得
な
か
っ
た
こ
と
を
言
う
。
す
な
わ
ち
『
遠
山
堂
曲
品
』
に
お
い
て
は
音
律

を
軽
視
し
た
の
で
は
な
く
、
ま
た
曲
辞
の
み
を
重
視
し
た
の
で
も
な
い
こ
と
が
言
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
祁
彪
佳
は
同
じ
作
者
で
あ
ろ
う
と
も
決
し
て
一
律
に
論
じ
よ
う
と
は
し
な
い
。
「
凡
例
」
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
文
人
善
く
変
じ
、
一
格
を
設
け
以
て
之
を
待
つ
こ
と
能
は
ざ
る
を
要
す
。
濃
自
り
淡
に
帰
し
、
俗
自
り
雅
に
趨
り
、
奔
逸
自
り
規
矩

　
　
に
就
く
有
り
。
湯
清
遠
の
他
作
は
「
妙
」
に
入
れ
ど
も
、
『
紫
銀
」
は
独
り
「
艶
」
を
以
て
称
す
る
が
如
く
、
沈
詞
隠
の
他
作
は
「
雅
」

　
　
に
入
れ
ど
も
、
『
四
異
』
は
独
り
「
逸
」
を
以
て
称
す
。
必
ず
作
者
の
神
情
と
評
者
の
藻
鑑
を
し
て
相
ひ
遇
ひ
て
遁
る
る
莫
き
の
面
目

　
　
を
成
さ
し
む
る
の
み
。
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い

ず
れ
に

せ

よ
、
叙
文
、
及
び
凡
例
だ
け
か
ら
し
て
も
、
祁
彪
佳
は
賞
賛
す
べ
き
曲
辞
を
有
し
、
曲
律
に
叶
っ
た
戯
曲
だ
け
を
取
り
上

げ
た
の
で
は
な
く
、
た
と
え
蝦
疵
が
あ
ろ
う
と
も
採
録
す
る
と
い
う
態
度
を
貫
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

三

　
前
節
で
述
べ
た
批
評
態
度
の
相
違
は
実
際
の
品
評
に
ど
の
よ
う
な
形
で
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
現
存
す
る
『
遠
山
堂
曲
品
』
に
収
め
ら
れ
る
四
六
七
種
の
伝
奇
の
な
か
で
、
呂
天
成
の
『
曲
品
』
と
重
複
す
る
も
の
は
＝
二
八
種
あ
る
。

こ
の
な
か
に
は
、
呂
天
成
の
評
語
を
襲
用
し
て
祁
彪
佳
独
自
の
見
解
が
見
い
だ
せ
な
い
も
の
、
『
曲
品
』
を
襲
い
つ
つ
自
ら
の
評
語
を
連
ね

る
も
の
、
そ
し
て
呂
天
成
と
は
全
く
別
趣
の
評
語
を
下
す
も
の
が
あ
る
。

　
沈
環
の
『
博
笑
記
」
に
つ
い
て
呂
天
成
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
じ

　
　
体

は
『
十
孝
』
と
類
す
。
『
耳
談
』
中
の
事
を
雑
へ
取
り
て
之
を
譜
し
、
多
く
人
を
し
て
絶
倒
せ
し
む
。
先
生
の
游
戯
、
此
に
至
り
て

　
　
神
化
極
ま
れ
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
伝
奇
品
、
上
上
品
）

　
こ
れ
に
対
し
て
祁
彪
佳
は
呂
天
成
の
評
語
を
襲
っ
て
新
た
な
見
解
を
示
し
て
い
な
い
。

　
　
詞
隠
先
生
　
詞
壇
に
遊
戯
し
、
『
耳
談
』
中
の
喜
ぶ
可
く
怪
し
む
可
き
の
事
を
雑
へ
取
り
、
事
の
三
四
折
を
演
ず
る
毎
に
、
倶
に
絶
倒

　
　
す
可
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
逸
品
）

　
湯
顕
祖
の
『
紫
篇
記
」
に
つ
い
て
の
呂
天
成
の
評
語
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
調
を
琢
く
こ
と
鮮
華
、
白
を
練
る
こ
と
駐
麗
な
り
。
向
に
伝
ふ
、
先
生
は
酒
・
色
・
財
・
気
の
四
記
を
作
る
も
、
調
刺
す
る
所
有
り

　
　
て
、
是
非
頓
に
起
る
。
此
を
作
り
て
以
て
之
を
掩
ひ
、
僅
か
に
半
本
を
成
し
て
罷
む
、
と
。
太
だ
曼
術
な
る
を
覚
へ
、
此
を
留
め
て

　
　
清
唱
に
供
す
る
こ
と
可
な
る
の
み
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
伝
奇
品
、
上
上
品
）
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一
方
、
祁
彪
佳
は
呂
天
成
の
評
語
を
引
き
な
が
ら
自
説
を
補
足
す
る
。

　
工
藻
鮮
美
に
し
て
、
『
三
都
』
『
両
京
』
に
譲
ら
ず
。
女
児
の
幽
灌
を
写
し
て
、
骨
髄
に
刻
み
入
り
、
字
字
に
軽
紅
徽
縁
有
り
。
之
を

　
閲
し
て
情
を
動
か
さ
ざ
る
者
、
必
ず
世
間
の
痴
男
子
な
り
。
先
生
称
す
ら
く
「
禺
金
の
『
玉
合
」
、
並
び
に
其
の
沈
麗
の
思
ひ
、
其
の

　
濃
長
の
累
を
減
ず
」
と
。
然
ら
ば
則
ち
此
の
曲
に
曼
術
の
処
有
る
は
、
先
生
も
亦
た
自
ら
之
を
知
れ
り
。
向
に
伝
ふ
ら
く
、
先
生
は

　
酒
・
色
・
財
・
気
の
四
劇
を
作
る
も
、
畿
刺
す
る
所
有
り
て
、
是
非
頓
に
起
る
。
此
を
作
り
て
以
て
之
を
掩
ひ
、
又
　
部
の
長
吏
の

　
抑
止
す
る
と
こ
ろ
と
為
り
、
僅
か
に
半
秩
を
成
し
て
罷
む
、
然
る
に
已
に
四
十
三
駒
を
得
た
り
、
と
。
十
郎
　
塞
上
よ
り
初
め
て
帰

　
り
、
牛
・
女
の
夕
に
会
ふ
も
亦
た
結
体
を
作
す
可
く
、
正
に
小
玉
憔
伜
の
一
段
を
見
る
に
忍
び
ざ
る
の
み
。
願
は
く
ば
音
を
知
る
者

　
亟
か

に

紅
牙
に
附
せ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
艶
品
）

呂
天
成
が
「
留
此
供
清
唱
可
耳
」
と
言
い
、
祁
彪
佳
が
「
願
知
音
者
亟
附
紅
牙
」
と
言
う
の
は
同
趣
の
評
価
で
あ
る
。

陳
与
郊
の
『
鵬
鵡
洲
」
に
つ
い
て
呂
天
成
は
次
の
よ
う
に
評
価
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
た

　
南
康
の
事
を
紀
し
、
詞
に
綺
麗
多
し
。
第
だ
局
段
は
甚
だ
雑
に
し
て
、
之
を
演
ず
れ
ば
慨
れ
る
を
覚
ゆ
。
是
れ
才
人
の
語
に
し
て
、

　
詞
人
の

手
に

非
ざ
る
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
伝
奇
品
、
中
々
品
）

こ
れ
を
引
く
祁
彪
佳
は
次
の
よ
う
に
言
い
、
呂
天
成
の
品
評
の
是
非
を
保
留
す
る
。

　
此
れ

即
ち
元
の
『
両
世
姻
縁
」
劇
な
り
、
但
だ
其
の
玉
篇
を
伝
へ
し
処
の
み
、
『
雲
渓
友
議
』
従
り
来
り
、
劇
に
較
べ
て
更
に
詳
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ど
こ

　
玉
環
を
伝
へ
し
者
の
、
此
の
女
を
以
て
妓
と
為
す
は
冤
な
り
。
此
の
記
　
逸
藻
副
翻
に
し
て
、
香
色
楮
に
満
ち
、
襯
す
に
紅
牙
・
檀

　
板
を
以
て
す
れ
ば
、
則
ち
続
梁
の
音
、
正
に
彩
雲
に
化
し
て
飛
び
去
る
を
恐
る
る
の
み
。
禺
陽
　
自
ら
詔
り
て
「
之
を
写
し
て
逸
景

　
無
く
、
之
を
用
ひ
て
硬
事
無
く
、
之
を
舗
ひ
て
留
情
無
し
」
と
為
す
。
乃
ち
世
の
評
者
、
「
局
段
は
甚
だ
雑
に
し
て
、
之
を
演
ず
れ
ば

　
癬
れ

る
を
覚
へ
、
是
れ
才
人
の
語
に
し
て
、
詞
人
の
手
に
非
ざ
る
な
り
」
と
云
ふ
。
是
な
る
か
、
非
な
る
か
。
　
　
　
　
　
（
逸
品
）

張
太
和
の
『
紅
払
記
』
に
つ
い
て
の
呂
天
成
の
見
解
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
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伯
起
は
簡
を
以
て
勝
り
、
此
れ
繁
を
以
て
勝
る
、
尚
ほ
一
本
有
る
も
未
だ
見
ず
。
此
の
記
の
境
界
は
描
写
甚
だ
透
る
も
、
但
だ
未
だ

　
　
脱
俗
を
尽
く
さ
ざ
る
の
み
。
湯
海
若
　
其
の
【
梁
州
序
】
中
の
句
を
極
め
て
賞
す
。
記
の
序
に
云
ふ
「
『
紅
払
』
は
已
に
三
た
び
演
ず

　
　
る
を
経
た
り
。
近
斎
外
翰
に
在
り
て
は
、
鄙
僅
に
し
て
典
ら
ず
。
冷
然
居
士
に
在
り
て
は
、
短
簡
に
し
て
野
べ
ず
。
今
　
屏
山
は
二

　
　
家
の
格
を
襲
は
ず
し
て
、
能
く
雑
劇
の
長
を
兼
ぬ
」
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
伝
奇
品
、
上
中
品
）

　
祁
彪
佳
の
評
語
で
は
呂
天
成
の
品
評
に
疑
義
を
差
し
挟
ん
で
い
る
。

　
　
湯
海
若
　
此
の
記
に
序
し
て
云
ふ
「
『
紅
払
」
已
に
三
た
び
演
ず
る
を
経
た
り
。
近
斎
外
翰
に
在
り
て
は
、
鄙
裡
に
し
て
典
ら
ず
。
冷

　
　
然
居
士
に

在
り
て
は
、
短
簡
に
し
て
野
べ
ず
。
今
　
屏
山
は
二
家
の
格
を
襲
は
ず
し
て
、
能
く
諸
劇
の
長
を
兼
ぬ
」
と
。
然
る
に
呂

　
　
響
藍
　
其
れ
「
通
篇
　
俗
気
を
脱
せ
ず
」
と
謂
ふ
は
、
当
に
亦
た
屏
山
の
誰
為
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
（
能
品
）

　
呂
天
成
が
「
未
尽
脱
俗
耳
」
と
言
う
の
に
対
し
て
、
「
不
能
爲
屏
山
韓
」
と
言
い
、
俗
気
を
脱
し
て
い
な
い
の
は
張
太
和
の
欠
点
と
は
言

い

難
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
呂
天
成
の
『
曲
品
」
を
引
用
し
、
い
わ
ば
印
象
批
評
に
類
す
る
評
語
を
附
す
以
上
の
ご
と
き
も
の
と
は
異
な
り
、
祁
彪
佳
独
自
の
戯
曲

観
を
見
い
だ
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
呂
天
成
の
評
語
を
襲
用
し
な
い
も
の
に
見
ら
れ
る
。

　
ま
ず
高
演
撰
『
玉
箸
記
」
に
つ
い
て
の
呂
天
成
の
評
価
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
詞
に
清
俊
多
し
。
第
だ
女
貞
観
を
以
て
尼
を
講
仏
に
扮
せ
し
む
る
は
、
紙
繧
甚
だ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
伝
奇
品
、
中
下
品
）

　
一
方
、
祁
彪
佳
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
幽
歓
は
女
貞
観
中
に
在
る
も
、
境
に
取
る
に
足
る
無
し
。
惟
だ
意
を
填
詞
に
着
け
、
其
の
字
句
を
摘
む
は
、
以
て
玉
に
唾
し
て
香
を

　
　
生
ぜ
し
む
る
可
し
。
而
る
に
意
　
詞
を
貫
く
こ
と
能
は
ず
、
便
ち
徐
文
長
の
云
ふ
所
の
「
錦
糊
燈
篭
、
玉
鑛
刀
口
」
の
如
き
は
、
一

　
　
毫
の
明
快
を
討
つ
も
得
ざ
る
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
能
品
）

　
呂
天
成
が
「
詞
多
清
俊
」
と
言
う
の
に
対
し
て
、
祁
彪
佳
は
「
意
不
能
貫
詞
」
と
言
う
。
断
片
的
に
は
「
唾
玉
生
香
」
も
の
で
あ
ろ
う
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と
、
曲
意
が
曲
辞
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
評
価
で
き
な
い
と
い
う
態
度
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
『
慶
台
記
』
（
閾
名
撰
、
能
品
）
に
「
其
の
意
境
　
倶
に
取
る
に
足
る
無
し
」
と
言
い
、
『
四
友
記
」
（
閾
名
撰
、
能
品
）
に

「
但
だ

意
格
　
終
に
瀟
散
に
乏
し
」
と
言
い
、
『
唾
紅
記
」
（
史
葉
撰
、
能
品
）
に
「
能
く
尋
常
の
意
境
に
就
く
」
と
言
っ
て
作
品
全
体
の
意

趣
に

言
及
し
て
い
る
の
も
、
『
玉
箸
記
』
に
お
け
る
曲
意
重
視
の
立
場
と
同
じ
趣
向
の
見
解
で
あ
る
。

　
作
品
全
篇
に
通
底
す
る
意
趣
の
問
題
は
、
も
ち
ろ
ん
作
品
の
構
成
に
も
関
連
す
る
。
か
く
し
て
次
の
よ
う
な
評
語
が
附
さ
れ
る
。

　
　
南
伝
奇
を
作
る
者
は
、
構
局
難
し
と
為
し
、
曲
・
白
は
之
に
次
ぐ
。
此
の
記
の
局
は
既
に
散
漫
に
し
て
、
且
つ
詞
は
意
を
達
せ
ず
。

　
　
意
　
既
に

蒙
晦
な
ら
ば
、
詞
　
遂
に
木
鐘
を
撞
き
、
石
鼓
を
拍
く
が
如
く
、
填
め
得
た
る
こ
と
暢
満
な
り
と
錐
も
、
亦
た
何
ぞ
益
せ

　
　
ん
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
期
撰
、
『
玉
丸
』
、
具
品
）

　
前
半
に
「
作
南
伝
奇
者
、
播
局
為
難
、
曲
白
次
之
」
と
言
う
の
は
、
全
体
構
成
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
最
も
肝
要
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し

て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
後
半
の
「
此
記
局
既
散
漫
、
且
詞
不
達
意
。
意
既
蒙
晦
、
而
詞
遂
如
撞
木
鐘
、
拍
石
鼓
、
錐
填
得
暢
満
、
亦
何

益
哉
」
と
は
、
『
玉
丸
記
』
に
お
い
て
は
曲
辞
に
曲
意
が
投
影
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
呂
天
成
は
『
玉
丸
記
』
に
つ
い
て
は
、

　
　
此
れ
即

ち
君
自
ら
況
ぶ
る
な
り
。
別
に
伝
奇
有
る
も
亦
た
平
暢
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
伝
奇
品
、
下
中
品
）

と
の
み
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
と
こ
ろ
で
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
祁
彪
佳
に
は
蘇
武
を
題
材
と
し
た
『
全
節
記
』
な
る
戯
曲
が
あ
る
。
蘇
武
を
題
材
と
す
る
戯
曲
と
し

て

は
先
行
す
る
『
牧
羊
記
』
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
『
全
節
記
』
を
草
し
た
理
由
を
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。　

　
旧
本
『
牧
羊
記
』
は
色
も
亦
た
古
に
近
く
、
多
く
譜
に
採
入
す
る
者
有
り
。
而
る
に
填
詞
は
文
ら
ず
、
境
を
閲
き
て
未
だ
暢
び
ず
、

　
　
識
者
　
之
を
惜
し
む
。
吾
が
友
の
遠
山
主
人
は
楽
府
の
一
道
に
於
て
、
夙
に
天
巧
有
り
。
尽
く
旧
棄
を
翻
し
、
譜
し
て
新
声
を
為
り
、
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マ
マ
　

　
　
月
を
挾
ら
ず
し
て
竣
を
告
ぐ
。
其
の
構
局
は
必
ず
境
を
新
に
取
り
、
故
に
俗
に
入
ら
ず
。
其
の
構
詞
は
必
ず
法
を
古
に
合
し
、
故
に

　
　
雅
を
傷
め
ず
。
零
金
砕
玉
、
化
し
て
舌
上
の
青
蓮
と
為
り
、
試
み
に
一
た
び
之
を
演
ず
れ
ば
、
窮
愁
薫
琴
の
景
と
、
慷
慨
激
烈
の
概

　
　
と
、
歴
歴
と
し
て
賭
る
が
如
し
。
観
る
者
を
し
て
若
し
身
を
其
の
間
に
置
か
し
む
れ
ば
、
之
が
為
に
歌
実
愚
吊
し
、
自
ら
已
む
能
は

　
　
ず
。
今
よ
り
而
後
は
特
だ
図
書
記
籍
に
子
卿
有
る
の
み
な
ら
ず
、
即
ち
村
落
市
塵
の
婦
竪
の
胸
中
に
も
亦
た
子
卿
有
り
。

　
『
牧
羊
記
』
は
古
雅
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
曲
辞
は
素
朴
で
、
境
界
は
暢
達
で
は
な
い
、
故
に
新
た
に
稿
を
起
こ
し
た
。
ま
た
作
品
の
構

成

は
通
俗
に
堕
さ
ぬ
べ
く
新
機
軸
を
出
し
、
曲
辞
は
雅
趣
を
損
な
わ
ぬ
べ
く
伝
統
に
則
る
。
故
に
実
際
に
上
演
す
れ
ば
、
臨
場
感
あ
ふ
れ

ん

ば
か
り
で
あ
る
。
か
く
て
蘇
武
の
事
蹟
は
史
伝
に
よ
っ
て
の
み
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
巷
間
の
婦
女
子
の
胸
中
に
も
深
く
刻
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
、
と
。
ま
た
「
其
構
局
必
取
境
於
新
、
故
不
入
俗
。
其
播
詞
必
合
法
於
古
、
故
不
傷
雅
」
と
は
、
ま
さ
に
『
遠
山
堂
曲
品
」

に

お
け
る
作
品
全
体
の
構
成
を
重
ん
ず
る
批
評
態
度
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
ち
な
み
に
悦
元
瑚
は
こ
の
戯
曲
に
「
祁
司
李
玉
節
伝
奇
序
」
な
る
序
文
を
寄
せ
て
お
り
、
祁
彪
佳
の
こ
と
を
祁
司
李
と
称
し
て
い
る
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
戯
曲
は
崇
禎
四
年
（
エ
ハ
ゴ
ニ
）
、
祁
彪
佳
が
福
建
監
察
御
史
の
任
に
あ
っ
た
頃
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
『
遠
山
堂
曲
品
」
で
は
作
品
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
次
の
ご
と
き
品
評
が
見
ら
れ
る
。

　
　
将
軍
に
利
す
る
を
以
て
松
の
如
き
を
生
と
為
す
、
伝
ふ
る
所
は
止
だ
寧
夏
障
賊
の
一
事
の
み
。
頭
緒
紛
如
と
し
て
、
全
く
構
局
の
法

　
　
を
識
ら
ず
、
安
ん
ぞ
暢
達
を
以
て
之
を
許
す
を
得
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陳
徳
中
撰
、
『
賜
剣
」
、
具
品
）

　
「
頭
緒
紛
如
、
全
不
識
構
局
之
法
、
安
得
以
暢
達
許
之
」
と
は
、
例
え
曲
辞
が
暢
達
で
あ
ろ
う
と
も
、
構
成
に
難
が
あ
れ
ば
評
価
で
き
な

い

と
言
う
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
構
成
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
曲
律
に
叶
う
べ
き
こ
と
も
要
求
す
る
。

　
　
韓
忠
憲
の
事
功
　
甚
だ
盛
ん
に
し
て
、
此
れ
独
り
其
の
還
妾
の
一
事
を
取
る
。
先
後
貫
串
し
、
頗
る
構
詞
の
局
を
得
た
り
。
詞
に
叶

　
　
ふ
処
有
れ
ど
も
、
亦
た
用
韻
に
穏
や
か
な
ら
ざ
る
処
有
り
両
手
に
出
つ
る
が
若
し
。
　
　
　
　
　
　
　
（
閾
名
撰
、
『
五
福
」
、
能
品
）
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「
先
後
貫
串
、
頗
得
溝
詞
之
局
。
詞
有
叶
処
、
亦
有
用
韻
不
穏
処
」
と
は
、
曲
辞
の
構
成
は
評
価
で
き
る
も
の
の
、
曲
律
は
不
穏
当
で
あ

る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
曲
律
に
関
し
て
は
次
の
ご
と
き
品
評
が
あ
る
。

　
　
此
れ
即
ち
『
珍
珠
杉
』
伝
な
る
も
、
惟
だ
会
合
稽
や
異
な
れ
る
の
み
。
其
の
中
　
俊
句
乏
し
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
惜
む
ら
く
は
安
頓
に

　
　
法
無
し
。
蓋
し
作
者
　
尚
ほ
未
だ
夢
に
音
律
を
見
ず
、
漫
然
と
し
て
管
を
握
る
に
蘇
る
の
み
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閾
名
（
聞
聞
子
）
撰
、
『
遠
帆
楼
』
、
具
品
）

　
　
作
者
　
意
を
刻
ん
で
新
を
求
む
、
故
に
首
折
即
ち
魏
瑠
を
用
ひ
以
て
衣
を
破
り
出
だ
す
。
乃
ち
貫
串
に
法
無
き
は
、
目
中
に
九
宮
十

　
　
三
調
の
何
物
為
る
か
を
識
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
語
は
寛
に
読
む
可
か
ら
ず
、
而
も
況
ん
や
之
を
歌
ふ
に
お
い
て
を
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閾
名
（
鵬
鶴
居
士
）
撰
、
『
過
眼
浮
雲
』
、
具
品
）

　
『
遠
帆
楼
』
の
「
俊
句
不
乏
、
惜
安
頓
無
法
、
蓋
縣
作
者
尚
未
夢
見
音
律
、
漫
然
握
管
耳
」
、
『
過
眼
浮
雲
』
の
「
貫
串
無
法
、
目
中
不
識

九
宮
十
三
調
爲
何
物
、
語
寛
不
可
読
、
而
況
歌
之
乎
」
は
、
と
も
に
曲
律
の
重
要
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
玉
箸
記
』
や
『
玉
丸
記
』
の
品
評
に
お
い
て
曲
意
が
曲
辞
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
き
、
『
頒
台
記
』
『
四
友
記
』

『
唾
紅
記
』
に
お
い
て
も
作
品
全
体
の
意
趣
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
『
玉
丸
記
』
の
品
評
に
戯
曲
創
作
の
要
所
は
全
体
の
構

成
で

あ
る
と
言
明
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

四

上
述
の
品
評
と
は
別
趣
の
、
戯
曲
の
本
事
に
関
す
る
祁
彪
佳
の
見
解
も
呂
天
成
と
は
異
な
る
。

呂
天
成
は
『
千
金
記
』
（
閾
名
撰
、
旧
伝
奇
品
、
能
品
六
）
に
つ
い
て
は
「
韓
信
の
事
、
佳
な
り
」
、

『
還
帯
記
』
（
閾
名
撰
、
旧
伝
奇
品
、
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能
品
七
）
に
つ
い
て
は
「
斐
晋
公
の
事
、
佳
な
り
」
、
『
還
魂
記
』
（
湯
海
若
撰
、
新
伝
奇
品
、
上
上
品
）
に
つ
い
て
は
「
杜
麗
娘
の
事
、
果

し
て
奇
な
り
」
、
『
明
珠
記
」
（
陸
天
池
撰
、
新
伝
奇
品
、
上
中
品
）
に
つ
い
て
は
「
無
双
の
事
、
奇
な
り
」
と
言
う
よ
う
に
、
「
佳
」
「
奇
」

と
い
う
評
語
で
統
括
し
て
論
じ
去
っ
て
お
り
、
極
め
て
具
体
性
に
欠
け
て
い
る
。

　
一
方
、
『
遠
山
堂
曲
品
」
に
は
こ
う
し
た
評
語
は
見
ら
れ
な
い
。
上
掲
の
作
品
の
う
ち
祁
彪
佳
も
評
語
を
附
す
も
の
は
次
の
よ
う
で
あ

る
。　

　
楚
・
漢
の
事
を
紀
し
て
甚
だ
豪
暢
、
但
だ
演
ず
る
所
は
皆
な
英
雄
の
本
色
に
し
て
、
閨
閣
の
処
便
ち
寂
蓼
を
覚
ゆ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
千
金
記
』
、
雅
品
残
稿
）

　
　
斐
晋
公
の
生
平
の
事
功
は
、
唐
史
に
表
表
た
り
、
還
帯
は
其
の
末
節
の
み
。
是
の
記
　
篤
冷
の
趣
無
し
と
錐
も
、
而
る
に
局
面
正
大
、

　
　
詞
調
荘
練
に
し
て
、
其
れ
『
金
印
』
『
孤
児
」
の
亜
流
な
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沈
練
川
撰
、
『
還
帯
記
』
、
能
品
）

　
　
王
仙
客
・
劉
無
双
を
記
す
。
文
人
の
情
、
才
士
の
致
、
具
さ
に
之
に
見
ゆ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
明
珠
記
』
、
雅
品
残
稿
）

　
い
ず
れ
も
呂
天
成
の
評
語
と
は
異
な
り
、
韓
信
を
主
人
公
と
す
る
『
千
金
記
』
に
「
所
演
皆
英
雄
本
色
」
で
あ
り
、
『
還
帯
記
』
の
主
人

公
斐
晋
公
の

事
蹟
は
「
唐
史
」
に
明
ら
か
で
あ
り
、
王
仙
客
と
劉
無
双
を
主
人
公
と
す
る
『
明
珠
記
』
に
は
「
文
人
之
情
、
才
士
之
致
」

が
表
さ
れ
て
い
る
と
言
う
よ
う
に
、
印
象
批
評
で
は
な
い
具
体
的
な
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

　
『
遠
山
堂
曲
品
』
に
お
い
て
、
戯
曲
の
本
事
に
関
す
る
注
目
す
べ
き
評
語
に
は
、
前
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
時
事
的
な
題
材
を
取
り
上

げ
た
も
の
に
高
い
評
価
を
下
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
品
評
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
祁
彪
佳
が
生
き
た
明
清

鼎
革
期
と
い
う
時
代
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
嘉
靖
の
後
半
期
に
権
柄
を
握
っ
た
厳
嵩
に
虐
げ
ら
れ
、
つ
い
に
は
腰
斬
に
処
さ
れ
た
沈
練
を
描
い
た
戯
曲
の
品
評
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

　
　
沈
公
青
霞
を
伝
へ
し
者
、
叔
考
は
兄
に
『
壁
香
記
』
有
る
を
難
ず
。
初
め
宮
商
の
相
ひ
舛
く
を
以
て
、
乃
ち
尽
く
之
を
更
む
。
沈
公

一
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の

浩
気
丹
衷
、
胱
忽
と
し
て
見
は
る
る
が
如
し
、
故
に
叔
考
此
を
作
り
、
亦
た
遂
に
冠
冤
雍
容
の
度
有
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
史
葉
撰
、
『
忠
孝
』
、
能
品
）

　
　
是
の
記
は
逆
瑞
乱
政
の
時
に
成
る
、
一
に
沈
青
霞
に
借
り
て
以
て
世
の
青
霞
為
ら
ざ
る
こ
と
を
塊
ず
者
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
閾
名
撰
、
『
犀
軸
』
、
能
品
）

　
『
犀
軸
記
」
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
観
て
感
銘
を
受
け
た
と
の
記
事
が
日
記
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
崇
禎
四
年
十
一
月
十
四
日
、
…
予
　
方
に
危
坐
し
て
『
犀
軸
記
』
を
閲
す
。
沈
公
青
霞
の
事
に
感
ず
る
有
り
。
　
　
（
「
渉
北
程
言
」
）

　
ま
た
天
啓
年
間
に
専
横
を
恣
に
し
、
東
林
党
を
排
撃
し
た
魏
忠
賢
ら
闊
党
の
禍
を
描
い
た
戯
曲
も
数
多
く
採
録
し
て
い
る
。
そ
の
品
評

も
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
尽
く
朝
政
を
組
織
せ
ざ
る
も
、
惟
だ
空
中
を
以
て
点
綴
す
。
誰
浪
の
処
は
怒
罵
よ
り
も
甚
だ
し
。
崔
・
魏
を
伝
へ
し
者
の
、
善
く
実

　
　
を
撫
ふ
も
の
『
清
涼
扇
』
に
過
ぐ
る
は
無
し
、
善
く
虚
を
用
ふ
る
も
の
『
広
袋
書
』
に
過
ぐ
る
は
無
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
呉
居
士
撰
、
『
広
袋
書
』
、
逸
品
）

　
　
此
の
記
は
綜
籔
す
る
こ
と
詳
明
に
し
て
、
事
は
皆
な
実
録
な
り
。
妖
娚
・
逆
瑠
の
罪
状
は
、
十
部
の
梨
園
有
り
て
歌
舞
せ
し
む
る
も

　
　
尽
く
す
能
は
ざ
る
者
な
り
。
之
を
寸
毫
片
楮
の
中
に
約
あ
ん
と
せ
ば
、
此
を
以
て
一
代
の
愛
書
と
作
す
も
可
な
り
。
豊
に
止
だ
音
調

　
　
の
内
に
在
り
て
生
活
せ
ん
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
応
邊
撰
、
『
清
涼
扇
』
、
能
品
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
明
末
の
松
江
府
で
は
歌
謡
詞
曲
に
よ
る
人
物
月
旦
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
祁
彪
佳
の
時
事
劇
評
価
は
、
あ
る
い
は
こ
う
し
た
当
時

の

風
潮
に

起
因
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
祁
彪
佳
は
思
想
史
上
、
東
林
派
人
士
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
人
物
で
あ
り
、
闊
党
批

判
の
戯
曲
に
共
鳴
し
、
快
哉
を
叫
ん
だ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
『
遠
山
堂
曲
品
』
の
価
値
は
上
掲
の
品
評
に
の
み
存
す
る
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
呂
天
成
の
『
曲
品
』
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
や
は
り
注
目
に
値
す
る
。
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五

　
以
上
、
呂
天
成
の
『
曲
品
』
と
の
比
較
を
と
お
し
て
祁
彪
佳
の
『
遠
山
堂
曲
品
」
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
最
後
に
祁
彪
佳
の
品
評
の

根
抵
に
流
れ
る
理
念
は
何
か
、
そ
し
て
呂
天
成
と
の
根
本
的
な
相
違
点
は
何
か
に
つ
い
て
贅
言
し
て
お
き
た
い
。

　
祁
彪
佳
が

『
玉
箸
記
』
や
『
玉
丸
記
』
の
品
評
に
お
い
て
言
う
曲
意
の
曲
辞
へ
の
反
映
に
つ
い
て
は
、
湯
顕
祖
の
曲
意
重
視
の
見
解
を

想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
湯
顕
祖
は
「
答
孫
侯
居
」
（
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺
憤
・
三
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
こ
と

　
　
曲
譜
の
諸
刻
は
、
其
の
論
　
良
に
快
し
。
久
し
く
之
を
玩
べ
ば
、
大
い
に
了
す
る
に
非
ざ
ら
ん
と
要
す
。
『
荘
子
」
に
曰
く
「
彼
、
烏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
ん

ぞ
礼
の
意
を
知
ら
ん
や
」
と
。
此
も
亦
た
安
ん
ぞ
曲
の
意
を
知
ら
ん
や
。
其
の
各
曲
の
落
韻
の
処
を
弁
ず
る
は
、
轟
ぼ
亦
た
了
し

　
　
易
し
。
周
伯
碕
は
『
中
原
韻
』
を
作
る
も
、
伯
碕
は
伯
輝
・
致
遠
の
中
に
於
て
詞
名
無
し
。
沈
伯
起
は
楽
府
の
迷
を
指
す
も
、
花
篭
・

　
　
玉
林
の
間
に
於
て
詞
手
に
非
ず
。
詞
の
詞
為
る
、
九
調
四
声
の
み
な
ら
ん
や
。
且
つ
引
く
所
の
腔
証
は
、
「
未
だ
何
の
調
に
出
で
何
の

　
　
調
を
犯
す
」
と
云
は
ず
し
て
、
則
ち
「
又
た
一
体
、
又
た
一
体
」
と
云
ふ
。
彼
の
引
く
所
の
曲
は
十
に
満
た
ず
、
然
も
已
に
是
の
如

　
　
し
。
復
た
何
ぞ
能
く
縦
ま
ま
に
観
て
其
の
字
句
・
音
韻
を
定
め
ん
や
。
弟
、
此
に
お
い
て
自
ら
謂
へ
ら
く
「
曲
の
意
を
知
る
者
は
、

　
　
筆
獺
り
韻
落
つ
る
こ
と
時
々
之
有
り
、
正
に
天
下
の
人
の
嘆
子
を
拗
折
す
る
を
妨
げ
ず
」
と
。
兄
は
達
せ
し
者
、
能
く
此
を
信
ず
る

　
　
か
。

　
全
篇
を
と
お
し
て
『
還
魂
記
』
に
改
訂
を
施
し
た
沈
環
に
対
す
る
反
駁
で
貫
か
れ
て
い
る
。
「
此
亦
安
知
曲
意
哉
」
と
は
沈
環
が
音
律
に

拘
泥
し
て
曲
意
を
理
解
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
弾
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
弟
在
此
自
謂
知
曲
意
者
、
筆
獺
韻
落
、
時
々
有
之
」
と

は
曲
辞
を
重
ん
ず
れ
ば
往
々
に
し
て
曲
律
に
叶
わ
ぬ
場
合
が
あ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
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先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
曲
辞
を
重
視
し
た
湯
顕
祖
に
対
し
て
、
沈
環
は
曲
律
を
重
ん
じ
た
。
呂
天
成
は
そ
の
沈
環
の
衣
鉢
を
継
い
で
門

生
と
称
さ
れ
て
い
る
。
王
駿
徳
の
『
曲
律
』
巻
四
「
雑
論
第
三
十
九
下
」
に
、

　
　
詞
隠
　
『
詞
譜
』
を
作
り
て
自
り
、
海
内
　
斐
然
と
し
て
向
風
す
。
衣
鉢
相
承
け
、
尺
尺
寸
寸
と
し
て
其
の
渠
獲
を
守
る
者
に
二
人
あ

　
　
り
。
曰
く
吾
が
越
の
謬
藍
生
、
曰
く
槁
李
の
大
荒
通
客
な
り
。

と
言
い
、

　
　
著

は
す
所
の
伝
奇
は
、
始
あ
綺
麗
に
工
に
し
て
、
才
藻
煙
然
た
り
。
後
、
最
も
詞
隠
に
服
膚
し
、
轍
を
改
あ
て
之
に
従
ひ
、
稻
や
質

　
　
易
に
流
る
。

と
言
う
が
ご
と
く
で
あ
る
。

　
ま
た
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
呂
天
成
が
沈
環
を
湯
顕
祖
の
前
に
置
い
た
の
は
、
音
律
を
重
視
し
た
た
あ
の
偏
向
で
あ
る
こ
と
を
、
王
騨

徳
は
指
摘
し
て
い
る
。

　
祁
彪
佳
の
評
語
に
も
曲
律
に
よ
っ
て
曲
辞
を
律
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
言
う
も
の
が
存
す
る
。

　
　
其
の
詞
に
至
り
て
は
、
時
に
快
語
を
現
は
す
も
、
音
韻
を
以
て
之
を
律
す
る
を
得
ず
。
　
　
　
　
（
『
風
流
院
』
、
朱
京
藩
撰
、
逸
品
）

　
ま
た
沈
環
に
倣
っ
て
曲
律
を
重
視
し
た
の
で
は
曲
辞
の
妙
味
を
欠
く
と
言
う
も
の
も
あ
る
。

　
　
乃
ち
其
の
詞
は
一
に
詞
隠
の
功
令
に
遵
ひ
て
、
又
た
何
ぞ
其
れ
娩
に
し
て
切
な
る
や
。
　
　
　
　
（
『
杏
花
記
』
、
胡
遵
華
撰
、
逸
品
）

　
『
遠
山
堂
曲
品
』
に
こ
う
し
た
評
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
祁
彪
佳
が
「
曲
品
叙
」
に
お
い
て
呂
天
成
は
曲
律
を
重
視
し
て
い

る
と
言
う
の
は
、
正
に
呂
天
成
が
沈
環
の
後
継
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
悉
し
た
う
え
で
の
批
判
で
あ
り
、
自
ら
は
曲
辞
・
曲
律
に
拘
泥
し

な
い
と
言
う
の
は
、
単
に
採
録
基
準
を
緩
和
す
る
と
言
う
の
で
は
な
く
、
呂
天
成
の
立
場
と
は
一
線
を
画
す
こ
と
を
言
明
し
た
も
の
で
は

な
い
か
。
衰
震
宇
氏
は
祁
彪
佳
の
『
玉
箸
記
』
の
品
評
に
お
け
る
「
曲
意
」
へ
の
言
及
を
取
り
あ
げ
て
、
「
湯
顕
祖
の
説
く
『
曲
意
』
に
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

較
的
近
い
」
と
指
摘
す
る
。
も
と
よ
り
『
遠
山
堂
曲
品
」
に
は
現
存
す
る
だ
け
で
も
四
六
七
種
に
及
ぶ
大
量
の
伝
奇
に
品
評
が
施
さ
れ
て
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い

る
こ
と
、
僅
か
で
も
賞
賛
す
べ
き
箇
所
が
あ
れ
ば
採
録
し
た
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
曲
意
重
視
の
見
解

が

展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
沈
環
の
曲
律
重
視
の
姿
勢
を
批
判
し
た
評
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

『
玉
箸
記
』
や
『
玉
丸
記
』
の
評
語
に
お
い
て
曲
意
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
湯
顕
祖
の
戯
曲
観
を
援
用
し
た
も
の
と
考

え

ら
れ
る
。
か
く
し
て
曲
意
を
重
ん
ず
る
見
解
を
述
べ
、
そ
れ
を
敷
術
し
て
意
趣
の
論
を
展
開
し
、
作
品
全
篇
の
構
成
の
問
題
に
ま
で
及

ん

で
い

る
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
祁
彪
佳
の
叙
文
に
、
呂
天
成
の
『
曲
品
」
に
啓
発
さ
れ
た
、
と
言
う
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
あ
た
か
も
そ
の
続
書
を
成
し

た

か
の

ご
と
く
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
根
抵
に
は
曲
意
を
重
ん
ず
る
湯
顕
祖
の
戯
曲
観
が
通
底
し
て
お
り
、
曲
律
を
重
視

す
る
沈
環
の
立
場
を
継
承
し
た
呂
天
成
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
は
、
呂
天
成
の
騨
尾
に
附
す
こ
と
を
催
れ
た
だ
け
で
は
な

く
、
沈
環
に
師
事
し
て
そ
の
戯
曲
観
を
『
曲
品
』
に
お
い
て
も
評
価
の
基
準
と
し
て
適
用
し
た
呂
天
成
と
は
趣
を
異
に
し
、
自
ら
の
独
自

性
を
明
確
に
披
渥
し
よ
う
と
意
図
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
注

（1
）
　
『
曲
律
』
巻
四
「
雑
論
第
三
十
九
下
」
に
、
「
欝
藍
生
呂
姓
、
諦
天
成
、
字
勤
之
、
別
号
棘
津
、
亦
余
挑
人
、
太
傅
文
安
公
曾
孫
、
吏
部
姜
山
公
子
。

　
　
而
吏
部
太
夫
人
孫
、
則
大
司
馬
公
姉
氏
、
於
比
部
称
表
伯
父
、
其
於
詞
学
、
故
有
淵
源
。
勤
之
童
年
便
有
声
律
之
嗜
。
既
為
諸
生
、
有
名
、
兼
工
古

　
　
文
詞
。
与
余
称
文
字
交
垂
二
十
年
、
毎
抵
掌
談
詞
、
日
戻
不
休
。
孫
太
夫
人
好
儲
書
、
於
古
今
戯
劇
、
靡
不
購
存
、
故
勤
之
汎
瀾
極
博
」
と
言
う
。

（
2
）
　
荘
一
払
氏
編
著
『
古
典
戯
曲
存
目
彙
考
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
）
に
は
、
夫
人
大
・
秀
才
送
妾
・
児
女
債
・
要
風
情
・
姻
縁
帳
・
勝

　
　
山
大
会
・
斉
東
絶
倒
・
纏
夜
帳
の
八
種
の
雑
劇
、
二
淫
記
・
三
星
記
・
四
元
記
・
四
相
記
・
五
符
記
・
戒
珠
記
・
金
合
記
・
金
谷
記
・
神
女
記
・

　
　
神
剣
記
・
神
鏡
記
・
砕
琴
記
・
双
閣
記
・
双
棲
記
・
藍
橋
記
の
十
五
種
の
伝
奇
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

（3
）
　
呉
書
蔭
氏
「
呂
天
成
和
他
的
作
品
考
」
（
『
曲
品
校
註
』
、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
、
所
収
）
。
た
だ
し
『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
第
六
冊
（
中

　
　
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
八
〇
）
所
収
の
『
曲
品
』
は
『
暖
紅
室
刻
本
』
『
呉
梅
校
本
』
『
曲
苑
本
』
『
重
訂
曲
苑
本
』
『
増
補
曲
苑
本
』
に
拠
っ
て
い
る

　
　
た
め
一
九
二
種
し
か
収
め
な
い
。
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（4
）
　
『
明
詩
綜
』
巻
五
十
九
「
祁
承
燥
」
に
、
「
参
政
富
於
蔵
書
、
将
乱
、
其
家
悉
載
至
雲
門
山
寺
、
惟
遺
元
明
来
伝
奇
、
多
至
八
百
余
部
、
而
葉
児
楽

　
　
府
散
套
不
与
焉
」
と
言
う
。

（5
）
　
彼
の
『
祁
忠
敏
公
日
記
』
の
同
日
の
条
に
は
「
午
後
、
整
『
曲
品
』
『
劇
品
』
、
付
縄
之
謄
写
」
（
「
感
慕
録
」
）
と
あ
る
。
『
遠
山
堂
曲
品
．
劇
品
』

　
　
は
黄
裳
氏
『
西
廟
記
与
白
蛇
伝
』
（
平
明
出
版
社
、
一
九
五
三
）
に
お
い
て
初
あ
て
そ
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
、
同
氏
『
遠
山
堂
明
曲
品
劇
品
校
録
』

　
　
（
上
海
出
版
公
司
、
一
九
五
五
）
に
お
い
て
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
詳
細
な
校
記
が
附
さ
れ
た
。
葉
徳
均
氏
は
「
祁
氏
曲
品
劇
品
補
校
」
（
『
戯
曲

　
　
小
説
叢
考
』
、
中
華
書
局
、
一
九
七
九
）
に
お
い
て
更
な
る
補
足
を
加
え
て
い
る
。
尚
、
本
稿
で
は
北
京
図
書
館
蔵
『
祁
彪
佳
文
稿
』
所
収
の
紗
本

　
　
（
書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
九
一
）
を
底
本
と
し
、
『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
』
第
六
冊
（
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
八
〇
）
所
収
の
も
の
を
適
宜

　
　
参
照
し
た
。

（6
）
　
趙
景
深
氏
「
略
論
祁
彪
佳
曲
品
劇
品
」
（
『
古
代
文
学
研
究
叢
刊
』
第
三
輯
、
一
九
八
一
）
、
何
東
憲
氏
「
祁
彪
佳
和
遠
山
堂
曲
品
劇
品
」
（
『
戯
曲

　
　
研
究
』
第
十
二
輯
、
一
九
八
四
）
、
斎
森
華
氏
「
『
遠
山
堂
曲
品
劇
品
』
臆
説
」
（
『
曲
論
探
勝
』
、
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
五
）
、
葉
長
海
氏

　
　
「
祁
彪
佳
二
品
」
（
『
中
国
戯
劇
学
史
稿
』
、
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
六
）
、
蓑
震
宇
・
劉
明
今
氏
「
祁
彪
佳
」
（
『
明
代
文
学
批
評
史
』
、
上
海
古
籍

　
　
出
版
社
、
一
九
九
一
）
、
王
長
安
氏
「
追
求
高
尚
的
戯
劇
品
格
i
祁
彪
佳
的
戯
劇
観
」
（
『
戯
曲
研
究
』
第
四
十
二
輯
、
一
九
九
二
）
。

（7
）
　
拙
稿
「
『
祁
忠
敏
公
日
記
』
に
見
え
る
観
劇
記
事
」
（
『
広
島
文
教
女
子
大
学
紀
要
』
第
二
十
七
巻
、
一
九
九
二
）
、
及
び
「
祁
彪
佳
の
日
常
生
活
と

　
　
戯
曲
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
七
十
号
、
一
九
九
三
）
に
お
い
て
祁
彪
佳
と
戯
曲
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
詳
述
し
た
。

（
8
）
　
雅
品
残
稿
に
お
い
て
は
十
孝
・
分
銭
・
双
魚
・
合
杉
・
義
侠
・
鴛
裳
・
桃
符
・
分
柑
・
馨
井
・
珠
串
・
奇
節
．
結
髪
の
十
二
種
の
配
列
が
、
能

　
　
品
に
お
い
て
は
紅
葉
・
鮫
虎
・
四
喜
・
紅
払
・
玉
箸
・
節
孝
・
玉
香
・
呼
盧
・
題
橋
・
錫
錯
・
奪
解
．
合
壁
．
双
環
．
玉
鏡
台
．
金
魚
．
練
嚢
．

　
　
龍
剣
・
純
孝
・
錦
帯
・
龍
膏
・
龍
納
・
遇
仙
・
杖
策
・
合
剣
・
銀
釧
・
玉
杵
・
概
園
・
画
鴬
・
丹
管
．
白
壁
の
三
十
種
の
配
列
が
『
曲
品
』
と
一
致

　
　
す
る
。

（9
）
　
本
稿
で
は
清
華
大
学
図
書
館
蔵
の
乾
隆
辛
亥
（
一
七
九
一
）
迦
蝉
楊
志
鴻
妙
本
を
底
本
と
す
る
呉
書
蔭
氏
校
註
『
曲
品
校
註
』
（
中
華
書
局
、
一

　
　
九
九
〇
）
を
用
い
た
。

（
1
0
）
　
「
十
要
」
に
つ
い
て
は
、
岩
城
秀
夫
氏
「
戯
曲
評
論
の
発
生
」
（
『
東
方
学
』
第
四
輯
、
一
九
五
二
。
の
ち
『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』
、
創
文
社
、
一

　
　
九
七
三
、
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
1
1
）
　
博
笑
・
四
異
・
桜
桃
夢
・
鶏
鵡
洲
・
夢
境
・
白
練
裾
・
蕉
粕
・
獅
吼
・
玉
鏡
台
・
紫
篇
・
紫
銀
・
紅
渠
・
玉
合
・
曇
花
・
玉
訣
．
笙
模
．
紫

　
　
環
・
金
蓮
・
天
函
・
続
扇
・
牧
羊
・
羅
嚢
・
銀
瓶
・
尋
親
・
孤
児
・
断
髪
・
金
丸
・
精
忠
・
四
豪
・
赤
松
・
百
順
・
五
福
・
還
帯
．
双
雄
．
旗
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亭
・
筍
薬
・
長
生
・
威
鳳
・
彩
舟
・
義
烈
・
投
桃
・
二
閣
・
三
祝
・
種
玉
・
飛
魚
・
同
昇
・
天
書
・
双
忠
・
伍
倫
・
宝
剣
・
嬌
紅
・
龍
泉
．
紅

　
　
葉
・
鮫
虎
・
四
喜
・
紅
払
・
玉
箸
・
節
孝
・
玉
香
・
呼
庫
・
題
橋
・
鋭
錯
・
奪
解
・
合
壁
・
双
環
・
玉
鏡
台
・
金
魚
・
練
嚢
・
龍
剣
・
純
孝
・
錦

　
　
帯
・
龍
膏
・
龍
納
，
・
遇
仙
・
杖
策
・
合
剣
・
銀
釧
・
玉
杵
・
概
園
・
画
鴬
・
丹
管
・
白
壁
・
投
筆
・
双
紅
・
合
襟
・
潅
城
・
挙
鼎
・
繰
抱
・
高

　
　
士
・
鑛
環
・
靖
虜
・
狐
裏
・
犀
侃
（
玉
章
）
・
奇
貨
・
三
晋
・
藍
田
・
分
鋏
・
震
彦
・
玉
魚
・
寧
胡
・
玉
錫
・
玉
銀
・
玉
丸
・
覚
蓮
・
香
毬
・
宝
箸

　
　
（
合
箸
）
・
望
雲
・
完
福
・
妙
相
・
摘
星
・
誘
被
・
八
更
（
馨
壁
）
・
桃
花
二
二
元
（
断
機
）
・
金
台
・
玉
環
・
合
鏡
・
誘
編
・
霞
陵
・
犀
合
・
墜

　
　
銀
・
十
孝
・
分
銭
・
双
魚
・
合
杉
・
義
侠
・
鴛
裳
・
桃
符
・
分
柑
・
難
井
・
珠
串
・
奇
節
・
結
髪
・
埋
剣
・
連
環
・
千
金
・
明
珠
・
陸
采
西
廟
の

　
　
二
ご
八
種
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
全
篇
は
侠
し
て
伝
わ
ら
な
い
。
た
だ
し
『
九
宮
大
成
南
詞
曲
譜
』
巻
七
十
二
「
黄
鐘
宮
」
集
曲
中
に
侠
曲
「
黄
龍
捧
燈
月
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
鄭
元
勲
『
媚
幽
閣
文
娯
』
初
集
序
類
、
所
収
。

（
1
4
）
　
前
掲
注
（
7
）
「
祁
彪
佳
の
日
常
生
活
と
戯
曲
」
参
照
。

（
1
5
）
　
岸
本
美
緒
氏
「
明
末
清
初
の
地
方
社
会
と
『
世
論
』
1
松
江
府
を
中
心
と
す
る
素
描
1
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
九
八
七
年
十
月
増
刊
号
）
。
何
良

　
　
俊
『
四
友
斎
叢
説
』
巻
十
八
に
は
「
松
江
旧
俗
相
沿
、
凡
府
県
官
一
有
不
善
、
則
里
巷
中
輻
有
歌
謡
或
対
聯
、
頗
能
破
的
」
と
言
い
、
萢
演
『
雲
間

　
　
拠
目
抄
』
巻
二
に
は
「
可
能
詞
曲
、
自
古
有
之
。
惟
吾
松
近
年
特
甚
、
凡
朋
輩
譜
誰
、
及
府
県
士
夫
挙
措
、
稻
有
乖
張
、
即
綴
成
歌
謡
之
類
、
伝
播

　
　
人
口
」
と
言
う
。

（
1
6
）
　
前
掲
注
（
6
）
蓑
震
宇
・
劉
明
今
氏
『
明
代
文
学
批
評
史
』
七
二
九
頁
。

一
80

一




